
平成 24年 11月 29日 

 

 

会 員 各 位 

                       

一般社団法人愛知県理学療法士会 

社 会 局 長 熊澤輝人 

健康福祉部長 荒谷幸次 

 

地域リハビリテーション研修会のご案内 

 

謹啓 

向寒の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。さて、この度下記の内容にて研修会を開催させて頂くことになりました。多くの会員の皆様にご関心

を持って頂ける内容となっております。ぜひ、ご参加下さい。 

 

謹白 

記 

 

■日時：平成 25年 2月 2日（土） 13：30～17：15（受付 13：00） 

 

■会場：名古屋学院大学名古屋キャンパス白鳥学舎 

      〒456-8612 名古屋市熱田区熱田西町 1番 25 号（TEL ： 052-678-4080） 

       ＊当日は、大学駐車場は使用できません。公共交通機関にてお越し下さい。 

 

■内容：「地域リハビリテーション研修会」 ～神経難病に対する在宅ケアについて多職種と考える～ 

     進行性神経難病の患者様への在宅リハビリについては、地域、スタッフが各々悩みながら在宅ケ

アを行っているケースが多い。症状が進行していく各段階や人工呼吸器装着など各場面において 1

人の力では限界がある。今回の研修会にてセラピストが患者様を支える為に必要な知識・他職種と

の関わり方を再確認すると共に、関わっている他職種がどのような考えや信念で接しているのか、

またリハビリに何を期待しているのかを考え、在宅支援機能向上の一助としたい。 

 

１） 講演① 「神経難病患者様への在宅リハビリ~セラピストに本当に必要な事とは~」（90分）  

        (医) 山下会 かすみがうらクリニック 高木 章好（理学療法士） 

 

２）講演② 「在宅ケアに必要な事 ～私の信念～」（60分） 

訪問看護ステーションななみ 冨士 惠美子（看護師） 

 

３）シンポジウム 「患者家族から、在宅ケアスタッフの方へ」（60分） 

        シンポジスト：亀井直美（家族代表）高木章好（理学療法士）冨士惠美子（看護師） 

 

■参加費：無料 

要回覧 



 

■申し込み：ns_kenko_apta@yahoo.co.jp（担当：高山） 

①氏名・生年月日・性別 ②職種（日本理学療法士協会会員は会員番号を明記） 

③所属施設名 ④連絡先 を記入の上、上記アドレスにお申し込み下さい。  

 

■問い合わせ先：090-3578-2907（津島リハビリテーション病院 訪問リハビリ 佐藤） 

 

■その他：①新人教育プログラムＣ－５「地域リハビリテーション」の単位取得 

②新プロ修了者へは 履修ポイント １０ポイント 

＊単位申請を希望される方は当日必ず会員カードをお持ち下さい。 

（会員番号をお持ちでない方は、申請できませんのでご注意下さい。） 

＊履修ポイント取得には、本研修会すべての受講が必要になります。 


